
 

 

 

 

 

 

 

原 子 力 発 電 所 か ら 発 生 す る 再 利 用 可 能 金 属 の 技 術 開 発 に つ い て 
日本製鋼所と神戸製鋼所は、平成２７年度より経済産業省委託事業「原子力発電所等金属廃棄物利用技術開発」として、原子力発電所の廃止措置で発生

する再利用可能金属（クリアランス金属）の再利用技術開発を行っています。平成２７年度の結果と平成２８年度の計画についてお知らせいたします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 日時 場所 参加人数 

第 1 回 平成 27年 11月 27日 18:00～19:30 サンルート室蘭 ４４人 

第 2 回 平成 27年 11月 28日 13:30～15:00 セピアス花壇 ５２人 

＜アンケート結果＞ 回答率：７４％（７１人／９６人） 

①説明会でわかったこと（複数回答） 

 

 

 

 

 

②クリアランス金属を再利用することに対するお考え 

 

 

 

 

 

③今後、再利用をすすめるためにどのような情報の提供が必要と考えますか 

 

 

 

 

 

④説明会に満足いただけましたか 

 

目的：原子力発電所の廃止措置で発生するクリアランス金属の再利用の実現可能性について見通しを得るため、 
   廃止措置により発生する放射性廃棄物の処分容器（余裕深度処分向け）への活用を想定した製造プロセスを開発する。 

平 成 ２ ７ 年 度 の 事 業 結 果 （ 概 要 ） 

 

平成 28年 6月 28日 
経済産業省委託「原子力発電所等金属廃棄物利用技術開発」事業報告会 

（株）日本製鋼所，（株）神戸製鋼所，電気事業連合会 

○放射性廃棄物を埋設処分するための処分容器（内容器）の技術の開発をします。 

○東海発電所で出たクリアランス金属を日本製鋼所室蘭製作所に搬入し、開発した

技術を用いて内容器を製作します。 

○製作工程等において、放射性物質による影響がないことも確認します。 

本 事 業 の 概 要 住 民 説 明 会 の 結 果 

クリアラン
スとは何か 

クリアランス
物の安全性 

クリアラン
ス金属を再
利用する必
要性 

容器を試作
することの
必要性 

その他 廃止措置で発生す
る金属のほとんど
は放射性廃棄物で
はないということ 

法令・制度 放射能量など
の情報 

リサイクル先 クリアランス
物の安全性 

その他 本事業の
実施結果 

【技術開発のポイント】 

○ 処分容器（内容器）には十分な放射線遮へい能力が必要です。 

○ 万一落下しても壊れないよう十分な強度が必要です。 

○ 金属は低温になるほど落下したときに壊れやすく、金属中の不純物（リン、

硫黄等）が多いほど壊れやすいことがわかっています。 

○ 原子力発電所の廃止措置で発生する金属には様々なものがあり、これを用

いて処分容器（内容器）を製作する際には不純物を適切に取り除く必要が

あります。 

上記の要求を満たすための製造方法の検討を行いました。 

補足：平成 27年度結果の詳細は国（経済産業省 資源エネルギー庁）のホームページに掲載されています。 
   掲載ページ（「原子力発電所等金属廃棄物利用技術開発」をご確認ください）→http://www.enecho.meti.go.jp/category/electricity_and_gas/nuclear/rw/library/library06.html 
   報告書  →http://www.enecho.meti.go.jp/category/electricity_and_gas/nuclear/rw/library/2015/27fy_kanri_kinnzoku.pdf 

内容器(本事業で試作予定) 
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将来的に 

放射能の高い 
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内容器 
(過去の試作品) 

http://www.enecho.meti.go.jp/category/electricity_and_gas/nuclear/rw/library/2015/27fy_kanri_kinnzoku.pdf


 

○平成２８年度は、主に以下のことを行います。 

 ○クリアランス金属を東海発電所（茨城県）から日本製鋼所（室蘭市）へ搬入。 

 ○処分容器（内容器）の試作品の製作。 

 ○製作過程等における放射線／放射能測定。 

 ○内容器製造方法の規格案の検討。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○実際のクリアランス金属を用いて、処分容器（内容器）の試作を行います。 

 ・検討した製造方法により、実物大の処分容器（内容器）が問題なく製造できること

を確認します。 

 ・製造した試作品や、製造に使用した設備に、放射能の影響がないことを確認します。 

 ＜放射線・放射能の確認項目＞ 

クリアランス金属使用前 クリアランス金属使用後 

・クリアランス金属の搬入時に、放射線

データを確認します。 

・クリアランス金属使用前の工場設備等

の放射線データを確認します。 

・試作品等の放射線・放射能データを確

認します。 

・クリアランス金属使用後の工場設備等

の放射線データを確認します。 

 

○「遮へい能力」「強度」等の性能を満足した処分容器（内容器）が確実に製造できる

ように、以下について試験・検討を行います。 

 ・試作品を製作し、不純物除去の状況や強度等を確認します。 

 ・所定の品質を満足できるような処分容器（内容器）製造方法の規格案を作成します。 

 

 

 

 

○クリアランス金属の運搬・搬入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

平 成 ２ ８ 年 度 の 事 業 計 画 （ 概 要 ） 

 

クリアランス金属搬入作業の実施事項について 

 と き ：クリアランス金属搬入当日（7/7予定、天候により変更あり） 

 ところ ：日本製鋼所 室蘭製作所 構内 

 実施事項：クリアランス金属の運搬船からの積み下ろし～保管場所への移動 

      ゲートモニターによる放射線データの確認 

      クリアランス金属およびその保管場所の放射線量率測定 ほか 

      搬入当日は、地域の関係機関、関係団体の代表者の方に 

お立会いいただく予定です。 

 

輸送船着岸 

120トンクレーン
による積み下ろし 

ゲートモニター通過 
搬入物の放射線を測定し、

搬入物の放射線データを

確認 ヤードにて保管 

日本製鋼所への 
搬入 


